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聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成１８年１１月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

・第30回 全国JOC春季水泳競技大会・水球競技
2年連続優勝 聖徳中学校・高等学校

・第22回 管理栄養士国家試験で
4年連続高合格率90.1%

・平成20年度 SOAオープニングセレモニー開催
好評の講演と初の試み“音楽と絵画のパフォーマンス”

・特別インタビュー 人文学部外国語学科
特任教授 ジョイス津野田幸子先生

「海外に行き、日本の良さを見つけよう」
・OGインタビュー 佐竹香保里さん、伊藤知香さん

・聖徳フレンドシップデイ 幼児教育専門学校
・職業学習 JAL見学会を終えて

附属中学校・高等学校
・こいのぼり集会 附属小学校
・「21世紀を担う、輝く聖徳の子！」

秋和会附属小学校同窓会
・見まわり隊 多摩中央幼稚園
・学校法人東京聖徳学園創立７５周年記念／源氏物語千年紀記念
聖徳大学言語文化研究所公開学術連続講演会
源氏物語と王朝の雅
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記念行事一覧
●平成20年

9月20日（土） 茶席披き 〈聖徳大学〉

11月28日（金） 学園創立75周年記念式典〈帝国ホテル〉

9月28日（日） 聖徳大学音楽学部オペラ公演『魔笛』
〈サントリーホール　大ホール／開場16：45 開演17：30〉

10月22日（水） 聖徳学園創立75周年記念講演　 ●講演者：冷泉 貴実子
「源氏物語千年紀に思う」〈浜離宮朝日ホール〉

2月28日（土） 聖徳大学児童学研究所「子どもの発達シンポジウム」
〈聖徳大学川並香順記念講堂〉

3月 1号館竣工 予定

10月9日（木）
～14日（火）

聖徳学園創立75周年記念

「源氏物語千年紀　王朝文化の世界（仮称）」展
〈紀伊國屋画廊〉

●平成21年

●基礎から学びをバックアップする
細やかな教育システム

●公開講習会（年2回）と模擬試験（年6回）を実施

● eラーニングシステムで自宅学習をバックアップ

人文学部人間栄養学科　　お問い合わせは入学センター 70120-66-5531
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管理栄養士専攻 2008年3月卒業生実績／受験者数91名・合格者数82名

受験者数22,073名／合格者数6,968名全国平均31.6% （平成20年5月8日厚生労働省発表による）

2005年3月卒業生実績
受験者数104名・合格者数94名

90.4
第１９回

2006年3月卒業生実績
受験者数115名・合格者数101名

87.8
第２０回

2007年3月卒業生実績
受験者数98名・合格者数87名

88.8
第２１回
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（平成20年5月23日現在）

去
る
三
月
二
十
八
日（
金
）か

ら
三
十
日（
日
）ま
で
、
第
三
十

回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競

技
大
会
水
球
競
技
が
、
千
葉
県

国
際
水
泳
場
で
開
催
さ
れ
、
Ｅ

区
分（
十
八
歳
以
下
の
部
）で
見

事
、
二
年
連
続
の
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

一
回
戦
は
鳥
取
水
球
ク
ラ
ブ

と
の
対
戦
で
、
一
四
対
五
で
勝

利
し
、
二
回
戦
は
花
咲
徳
栄
高

校（
埼
玉
）に
一
五
対
三
と
快
勝
。

決
勝
は
昨
年
と
同
じ
対
戦
と
な

り
、
藤
村
女
子
高
校（
東
京
）に

一
〇
対
八
と
競
り
勝
ち
ま
し

た
。
第
一
ピ
リ
オ
ド
を
四
対
一

で
リ
ー
ド
し
、
そ
の
後
も
二
点

差
ま
で
つ
め
ら
れ
る
も

の
の
、
終
始
安
定
感
の

あ
る
試
合
運
び
が
で
き

ま
し
た
。
終
わ
っ
て
み

れ
ば
、
予
選
を
含
め
、
す

べ
て
の
試
合
で
一
〇
点

以
上
得
点
で
き
、
日
々

の
練
習
の
成
果
が
発
揮

で
き
た
と
い
え
ま
す
。

三
年
生
・
二
年
生
の
活
躍
が

優
勝
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま

し
た
が
、
入
学
し
て
約
一
年
経

っ
た
一
年
生
の
成
長
が
大
き

く
、
夏
季
大
会
を
含
め
る
と
三

回
目
の
全
国
大
会
優
勝
の
原
動

力
と
な
り
ま
し
た
。

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
学
園
の
方
々
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

五
月
三
日（
土
）読
売
新
聞
社

主
催
第
七
十
八
回
新
人
演
奏
会

が
東
京
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
、
一
九
三
〇

年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
七
十

八
回
を
数
え
る
国
内
で
最
も
古

く
か
ら
の
伝
統
と
実
績
を
誇
る

「
新
人
演
奏
会
」
で

す
。
数
あ
る
全
国

の
音
楽
大
学
、
音

楽
系
短
期
大
学
の

中
か
ら
今
回
は
三

十
五
校
が
参
加
し
、

各
大
学
か
ら
選
ば

れ
た
優
秀
な
卒
業

生
が
出
演
い
た
し

ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
、

平
成
十
九
年
度
音

楽
文
化
学
科
卒
業

生
を
代
表
し
て
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱

の
新
海
裕
恵
さ
ん
、
同
じ
く
ソ

プ
ラ
ノ
独
唱
の
平
澤
み
ゆ
き
さ

ん
、
そ
し
て
伴
奏
者
と
し
て
ピ

ア
ノ
の
村
石
絵
里
さ
ん
が
出
演

さ
れ
ま
し
た
。

演
奏
曲
目
は
、
新
海
さ
ん
が

プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
の
歌
劇

「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
第
二
幕
よ
り
、

〝
私
が
町
を
歩
け
ば
〞、
そ
し
て

平
澤
さ
ん
が
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
作

曲
の
歌
劇
「
シ
ャ
モ
ニ
ー
の
リ

ン
ダ
」
第
一
幕
よ
り
、〝
こ
の
心

の
光
〞を
、
い
ず
れ
も
村
石
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
で
華
麗
に
歌

い
上
げ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
の

大
き
な
拍
手
を
う
け
て
、
出
演

し
た
三
人
の
と
て
も
晴
れ
晴
れ

と
し
て
満
足
し
た
表
情
が
印
象

的
で
し
た
。
三
人
の
こ
れ
か
ら

の
成
長
と
活
躍
を
今
後
も
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

読
売
新
聞
社
主
催

第
七
十
八
回

新
人
演
奏
会

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

音
楽
学
部

第
三
十
回

全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
春
季
水
泳
競
技
大
会
・
水
球
競
技

（
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
）

二
年
連
続

優
勝

（
女
子
十
八
歳
以
下
）

左から平澤さん、村石さん、新海さん

創立以来受け継がれてきている「和」の精神は、相手を大切に思う「心の教育」を
基本としています。学園に集う一人ひとりの心のつながりが大きな輪となって成長する
様子を描いたシンボルは、75周年バージョンになりました。
「夢色のたすき 100年へ」。長い歴史の中で聖徳学園に夢をかけた人々の思いを、
たすきとして受け取り、100周年に向けて受け継いでいくことを意味しています。
「Dare to Dream SEITOKU 75th」夢を追いかけて進んで欲しいという願いが込め
られています。
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第２２回 管理栄養士国家試験
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去
る
四
月
十
九
日（
土
）、
聖

徳
大
学
生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ

ン
タ
ー（
本
学
一
〇
号
館
）に
お

い
て
、平
成
二
十
年
度
聖
徳
大
学

オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
催
さ
れ
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
会
員
は

も
と
よ
り
、
近
隣
在
住
の
方
、

本
学
学
生
な
ど
多
数
の
方
々
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
川
並
弘
純

副
理
事
長
、宮
坂
い
ち
子
Ｓ
Ｏ
Ａ

校
長
の
ご
挨
拶
の
あ
と
、
十
五

年
か
け
て
本
講
座
の
規
定
に
よ

る
六
十
二
単
位
を
修
得
さ
れ
た

蟻
本
守
夫
様
へ
、
総
合
修
了
証

授
与（
第
二
号
）
の
表
彰
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
読
売
新
聞
東
京

本
社
の
調
査
研
究
部
主
任
研
究

員
の
北
村
節
子
氏
よ
り
〝
「
ご

縁
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
時
代
〞

と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
の
中

に
も
鋭
く
現
代
社
会
を
分
析

し
、
身
近
な
事
例
も
多
く
取
り

上
げ
な
が
ら
の
楽
し
い
講
演

で
し
た
。

休
憩
後
は
、
音
楽
学
部
の
原

佳
大
先
生
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

に
よ
る
初
の
試
み
、
〝
音
楽
と

絵
画
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
〞
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
観
客
席
の
中

央
に
置
か
れ
た
ピ
ア
ノ
で
原
先

生
が
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
前
奏
曲

を
奏
で
る
中
、
正
面
で
児
童
学

部
の
大
成
哲
雄
先
生
が
即
興
で

筆
を
振
る
い
、
色
彩
豊
か
な
絵

画
製
作
に
挑
み
ま
し
た
。
終
演

後
に
は
、
め
っ
た
に
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
絵
画
作
成
の
過
程

を
目
に
し
た
来
場
者
が
大
成
先

生
を
囲
ん
で
、
熱
気
の
あ
る
交

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
企
画
で
は
、
音
楽
学
部
の

山
本
ま
り
子
先
生
に
分
か
り
や

す
く
曲
目
解
説
を

し
て
い
た
だ
き
そ

ち
ら
も
好
評
で
し

た
。
完
成
し
た
絵

画
は
、
一
〇
号
館

一
階
フ
ロ
ア
に
展

示
し
て
お
り
ま
す

の
で
お
立
ち
寄
り

の
際
は
ぜ
ひ
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

セ
レ
モ
ニ
ー
終

了
後
、
来
場
の

方
々
に
は
、
一
〇

階
で
お
く
つ
ろ
ぎ

い
た
だ
き
、
事
前

予
約
い
た
だ
い
た
方
に
は
、「
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」「
押

し
花
」
の
体
験
模
擬
授
業
を
受

講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
の
年
間
テ
ー

マ
を〝
き
ず
な
〞と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
Ｓ
Ｏ
Ａ
公
開
講
座
は
、

語
学
、芸
術
、文
化
、文
学
、料
理
、

教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
か
ら
受
講
を
お
選
び
い
た
だ

け
ま
す
。
今
後
秋
期
、
冬
期
に

も
各
種
講
座
を
開
講
い
た
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

去
る
三
月
二
十
二

日（
土
）の
午
後
、
短

期
大
学
部
総
合
文
化

学
科
と
キ
ャ
リ
ア
支

援
室
と
の
共
催
に
よ

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
短
大

に
お
け
る
人
間
力
養

成
―
実
践
と
展
望
―
」

が
、
本
学
一
〇
号
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
科
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
は
、
文
部
科

学
省
平
成
十
八
年
度

現
代
Ｇ
Ｐ
に
採
択
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の

二
年
間
の
実
践
報
告

を
す
る
こ
と
で
問
題
点
を
探

り
、
今
後
さ
ら
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
充
実
さ
せ
よ
う
と
い
う
の

が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
目

的
で
す
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
で
は
、
松
本

大
学
松
商
短
期
大
学
部
の
糸

井
重
夫
氏
、
自
由
が
丘
産
能
短

期
大
学
の
小
板
橋
孝
雄
氏
、
本

学
の
佐
藤
利
枝
子
氏
・
佐
藤
七

枝
氏
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
で

は
、
短
大
生
の
採
用
実
績
の
あ

る
企
業
、
キ
ャ
ノ
ン
株
式
会
社

の
高
野
浩
幸
氏
、
株
式
会
社
千

葉
興
業
銀
行
の
安
田
達
央
氏

か
ら
短
大
生
に
対
す
る
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ
で

は
、
東
京
学
館
高
等
学
校
の
本

田
俊
晴
氏
、
足
立
高
等
学
校
の

浦
部
ひ
と
み
氏
を
お
招
き
し

て
、
短
大
に
期
待
す
る
こ
と
を

お
話
し
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

短
大
・
企
業
・
高
校
の
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
、
短
大
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
つ
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
見
え
て
き
た
解

決
策
と
し
て
、
①
短
大
二
年
間

の
イ
ベ
ン
ト
は
学
生
主
体
で

行
う
、
②
卒
業
後
の
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
、
③
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
制
度
を
活
用
す
る
、
④
教
職

員
こ
そ
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
必

要
で
あ
る
、
⑤
「
会
社
褒
め
」

（
企
業
の
長
所
を
見
つ
け
る
こ

と
）の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

す
る
、
⑥
短
大
二
年
後
期
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
改
革
す
る（
内
定

後
の
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に
す

る
か
）、
⑦
高
校
・
短
大
・
企
業

が
相
互
に
情
報
交
換
を
す
る
、

と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
今
後
の
短
大
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
は
、
高
校
・
短
大
・
企
業

の「
信
頼
関
係
に
基
づ
く
連
携
」

が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

「
キ
ャ
リ
ア
」
は
、
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
生
涯

に
わ
た
っ
て
形
成
さ
れ
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
は
、
自

己
肯
定
感
や
目
標
意
識
、自
律
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
必
要
だ
と
い
っ
た
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席
者
の

総
数
は
百
一
名
、
参
加
者
か
ら

は
、「
高
校
、短
大
、企
業
の
ト
ー

タ
ル
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
と
て

も
有
意
義
な
も
の
だ
と
思
う
」

「
す
ば
ら
し
い
企
画
で
し
た
」

と
い
っ
た
賞
賛
の
声
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

平成二十年度

Ｓ
Ｏ
Ａ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

好
評
の

講
演
と
、

〝
音
楽
と
絵
画
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
〞

「
キ
ャ
リ
ア
教
育

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
ま
し
た
！

本
学
人
文
学
部
生
活
文
化
学

科
で
客
員
教
授
と
し
て
教
鞭
を

執
ら
れ
た
村
上
先
生
は
、
平
成

十
七（
二
〇
〇
五
）年
八
月
二
日

千
葉
県
松
戸
市
小
金
原
の
自
宅

に
お
い
て
心
不
全
の
た
め
急
逝

さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
四
歳
。

先
生
は
、
大
正
一
〇（
一
九
二

一
）年
、
東
京
都
千
代
田
区
に
お

生
ま
れ
に
な
り
、
昭
和
十
五（
一

九
四
〇
）年
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
入

社
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
フ

ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
ホ
テ
ル
・
リ
ッ

ツ
な
ど
で
修
行
さ
れ
、
終
戦
後

は
ベ
ル
ギ
ー
大
使
館
で
料
理
人

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
三
十
九（
一
九
六
四
）年
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
総
料
理

長
と
し
て
三
百
人
を
超
え
る
シ

ェ
フ
を
総
括
さ
れ
、
腕
を
振
る

い
ま
し
た
。
昭
和
四
十
四（
一
九

六
九
）年
よ
り
、
帝
国
ホ
テ
ル
の

料
理
長
と
し
て
「
食
」
の
神
髄

を
求
め
て
お
り
、
昭
和
四
十
五

（
一
九
七
〇
）年
、
取
締
役
に
就

任
さ
れ
、
日
本
人
と
し
て
は

初
め
て
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら

名
誉
あ
る
ラ
・
シ
ェ
ー
ヌ
・

デ
・
ロ
ー
テ
ィ
ス
ー
ル
協
会

章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九（
一
九
八
四
）

年
に
は
、
そ
の
道
の
業
務

に
精
励
し
た
永
年
の
模
範

的
な
功
績
に
よ
り
、
黄
綬
褒
章

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
六

（
一
九
九
四
）年
、
専
務
取
締
役

総
料
理
長
と
な
り
、
勲
四
等
瑞

宝
章
を
授
与
さ
れ
、
平
成
八

（
一
九
九
六
）年
に
は
料
理
顧
問

に
任
じ
ら
れ
、
後
進
の
指
導
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）年
、
こ
れ
ま
で
の

業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
フ
ラ

ン
ス
政
府
か
ら
名
誉
あ
る
農
事

功
労
章
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
章
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
で
は
平
成
一
〇（
一
九

九
八
）年
よ
り
、
コ
ッ
ク
コ
ー
ト

（
展
示
中
）を
着
用
さ
れ
、
学
生

に
「
料
理
の
極
意
、
そ
れ
は
愛

情
と
工
夫
と
真
心
で
す
」
と
熱

心
に
教
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

先
生
の
お
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
な
コ
ッ
ク
コ
ー
ト

で
す
。一
号
館
二
階
に
お
越
し
の

折
り
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

五
月
十
三
日（
火
）、
平
成
二

十
年
度
日
本
私
立
短
期
大
学
協

会
春
季
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
全
役
員

の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
よ
り
四
期
八

年
の
永
き
に
わ
た
り
会
長
を
務

め
ら
れ
た
川
並
弘
昭
先
生（
本

学
理
事
長
）は
会
長
を
勇
退
さ

れ
、
新
た
に
名
誉
会
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
私
立
短
期
大
学
協
会

は
、一
九
五
〇（
昭
和
二
十
五
）

年
、
短
期
大
学
制
度
の
発
足
と

と
も
に
設
立
さ
れ
、
当
初
は
百

三
十
二
校
の
会
員
校
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
短
期
大

学
の
使
命
に
か
ん
が
み
、
私
学

の
特
色
を
保
持
し
つ
つ
、
会
員

相
互
の
協
力
に
よ
っ
て
、
私
立

短
期
大
学
の
自
主
性
と
公
共
性

を
高
め
、
そ
の
健
全
な
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
団
体
で
す
。

二
〇
〇
八
年
五
月
一
日
現
在

で
は
、
ほ
ぼ
全
私
立
短
期
大
学

の
日
本
全
国
三
百
六
十
四
校
が

協
会
に
会
員
と
し
て
加
盟
し
て

い
ま
す
。

川
並
弘
昭
先
生
は
、
協
会
が

主
要
事
業
目
標
に
掲
げ
る
「
私

立
短
期
大
学
の
教
育
研
究
条
件

の
充
実
向
上
」「
私
立
短
期
大

学
の
経
営
の
安
定
強
化
」
へ
向

け
て
、
短
期
大
学
教
育
の
改
革

と
充
実
、
さ
ら
な
る
発
展
に
寄

与
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
新

た
に
名
誉
会
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

理
事
長
・
学
長

川
並
弘
昭
先
生
が

日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
の

名
誉
会
長
に

就
任

村
上
信
夫
元
客
員
教
授
が

帝
国
ホ
テ
ル
で
着
用
さ
れ
て
い
た

コ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
展
示
！

総
合
文
化
学
科
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
室

※
現
代
Ｇ
Ｐ
報
告
書
「
人
間
力
を

養
成
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
別
キ
ャ
リ

ア
教
育
」（
総
合
文
化
学
科
）が

刊
行
に
な
り
ま
し
た
。
ご
希
望

の
方
は
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

初の試み

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
課

電
話
〇
四
七
―

三
六
五
―

三
六
〇
一

（
直
通
）

北村節子氏

左から原佳大先生、山本まり子先生、大成哲雄先生
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■ 先生の生い立ちについて

私は日系人で、10歳まで日本人として育ちました。兵庫県尼崎市で生まれ、満州で育ちま
した。戦後満州から引き上げて1年間は日本で暮らし、その後ハワイに住んでいました。

母は日系2世、父は日本人で、（当時、巨人・沢村栄治のライバルといわれた）タイガースの
スター投手・西村幸生でした。ちなみに、父は関西大学野球部時代に大学チャンピオンに
なった時、ハワイ航路の船上で母と知り合い、結婚
しました。そして、私は今までハワイ大学に40年
勤務していました。

専門は、「比較文化論」です。ここで言う「文化」とは、
美術とか音楽ではなく、人の思想、考え方のことです。
特に、講義では日本人と日系人との生活と思想を比
較しました。そこでは、学生が自分自身を知り、何
かに関心を持つといった楽しい講義になりました。
それは教壇に立つのではなく、セミナーのように話
す形式で、私自身の日本語の勉強にもなりました。

■ 日本の学生に不足しがちなものについて

留学生の中でも、日本の高校生、特に大学生は、自分に自信を持っていない感じがします。
留学は、自分が新しいことを、新しい環境で学ぶチャンスであるのに、それを前向きに捉え
ていないと思います。

私は、授業の終わりに“Any other question?”（何か質問ある？）“Did you understand?”
（分かった？）と聞きます。

日本の学生はこのようなごく普通の教員からの問いかけに対してほとんど答えません。
手を挙げません。ただ私の顔を見るだけです。

もしわからなければ、「ここはわかりません」「英語が早くてついていけません」と意思
表示をしてほしいと思います。

そのような事を言うと相手に対して失礼だと、質問するのは生意気だと感じるのでしょうか。
遠慮深いことも大切かもしれませんが、もう少し自信を持って、質問したり、自分の考え

を述べてはいかがでしょうか。
教師として、日本の留学生と付き合っていると、私の言っていることを本当に理解してくれ

ているかとても気になります。それは、言い換えれば理解してもらえないことが多いからです。
たまに学生から目をあわせてもらえない時もあります。少し大げさかもしれませんが、

学生の視線を向けるために、学生の顎を手で掴んで向かせたい気分にもなります。

■ 日本の学生として誇れるものについて

私は日本人女性の留学生の誇らしい点は、単にかわ
いいだけでなく、日本の女性は、何というか、“しなや
か”であると感じます。どうしてこうも日本女性は

“しなやか”に育つのかしらと考えることもあります。
私は日系アメリカ人ですから、直ぐに足を組んだりし
ますし、よくテレビで観られるように、例えば、ライス
長官も直ぐ足を組みます。その点、日本の女性はとて
もマナーが良いと感じますし、逆にアメリカの女性は
日本の女性らしさを学んでほしいと思います。

アメリカでいう平等の意味は“gender free”（ジェンダー・フリー）というわけではありま
せん。男女は同権であっても、同質ではありません。自分の持つ可能性に対しては男女共に
等しく伸ばす権利が保障されていますが、“Nice part about woman”（女性特有の良い点）も
どんどん伸ばしてほしいと思います。日本の女性は皆、それが自然に出ます。特に、日本から
の留学生はマナーが良く、ほとんど人に迷惑をかけることはありません。

また、日本の学生は自分の国に誇りを持っていることを表に現しません。恥ずかしいことは
ありません。隠す必要は何もありません。日本は文化的に優れている国です。そのことを若い
人が主張しないのは、とても残念です。“Good manner and good communication”（上質のマナー
とコミュニケーション能力）のどちらかが欠けても駄目で、この両方を持ってほしいです。

■ 学問以外で留学時に必要なもの（持って行くと便利なもの）について

他国の留学生とコミュニケーションをとるために、自国の文化を説明するための折り紙や
音楽（特に流行の音楽）を持っていくとよいのではないでしょうか。

若者同士の共通の話題ができます。日本の漫画や携帯電話の使い方等もいいかもしれません。
また、留学しているとホームシックになることもあると思います。そんな時、家族の写真や
ボーイフレンドの写真を周りに見せて、“This is my family.”とか話して、友達に知っても
らう。それは、自分で自分を支えるために行動するということです。

カラオケで何か一つでも英語の歌を歌えるといいでしょう。“I left my heart in San
Francisco”（『想い出のサンフランシスコ』）とか。

またアメリカでは、公衆トイレにいっても必ず紙はあるとは限りません。しかし、日本では
ハンカチは必需品です。ハンカチも一つのファッションで流行があり、さまざまなデザイン
があることを簡単に説明する。自分では当たり前のことも海外では当たり前ではありません。
そのような情報を“Show and tell”（見せて話す）する。アメリカ人は、これが好きです。
趣味について話す、趣味を持ってきて見せる。“Show and tell”となります。

口から知っている単語を出すだけでよいのです。文法的に間違っていても構いません。
相手は理解しようとしてくれます。すると、「自分の英語でも分かってもらえるんだ」「私は
外国でも友達を作ることができるんだ」という自信になります。

■ これから留学してみたいという学生に一言

ぜひ機会があれば留学して、違う環境から自分の教育、そして日本を見てください。現代
はグローバル社会です。大学時代は留学する“Good chance”です。アルバイトをしてでも、
ぜひハワイに行ってみてください。ハワイ大学にはカピオラニ・コミュニティ・カレッジを含
めて、10校のキャンパスがあります。ハワイは遊ぶところだけではありません。

学びのハワイを“Very fully enjoy.”（思う存分経験して）してほしいと思います。

三
月
二
十
三
日（
日
）を
皮
切

り
に
、
四
月
十
三
日（
日
）、
五

月
三
日（
土
）と
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
が
好
評
開
催
中
で
す
！

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、「
よ
り
楽
し
く
・
詳
し

く
・
わ
か
り
や
す
く
」
を
テ
ー
マ

に
、
高
校
生
が
本
当
に
知
り
た

い
情
報
を
楽
し
く
収
集
し
て
帰

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
改
善
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
以
前
は
モ

ノ
ク
ロ
の
印
刷
だ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

案
内
の
レ
ジ
ュ
メ
を
、
今
年
は

カ
ラ
ー
刷
り
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
」
に
変
更
し
、
各
教

室
で
行
わ
れ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー

を
探
し
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
メ
ニ
ュ
ー
の
中
身
に
つ

い
て
も
、
学
生
の
実
習
ノ
ー
ト

や
制
作
物
を
展
示
す
る
「
学
生

展
示
」
の
コ
ー
ナ
ー
や
、
楽
譜

を
配
布
し
て
自
由
に
ピ
ア
ノ
に

弾
い
て
も
ら
う
「
ピ
ア
ノ
練
習

室
体
験
」
な
ど
、
よ
り
具
体
的

に
見
て
・
触
れ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
入
学
後
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
い
よ

い
よ
本
格
的
な
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
！

来
校
さ
れ
る
高
校
生
の
更
な
る

満
足
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、

今
後
も
、「
楽
し
く
・
詳
し
く
・
わ

か
り
や
す
い
」
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
・
短
大

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

好
評
開
催
中
！

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

聖徳 の

参加するたびに発見がある！

高校1・2年生の参加も大歓迎！

［2008年度 オープンキャンパス・入学相談会日程］

聖徳のオープンキャンパスでは、毎回様々なイベントを開催！何度来ても新しい発見があります。
質問には、先生や在学生・卒業生が直接答えてくれるので気になることは、何でも聞いてください。

もちろん、在学生とちょっとおしゃべりがしたくなった時なども大歓迎です。
友人や保護者の方を誘って気軽に参加してください。

※日程・内容は変更になる場合があります。
日程 時間 テーマ

6月22日（日） 13：00～17：00 教員が学科別に「入試対策の勉強方法」や「学びの特長」を説明します。

8月3日（日） 13：00～17：00 教員による「体験授業」と「学びの特長」を説明します。

9月21日（日） 13：00～17：00

10月12日（日） 13：00～17：00

平成21年度入試合格対策！！入試まであとわずか
「推薦入試」「AO入試」「特別奨学生入試」の必勝講座です。

7月20日（日） 10：30～17：00 平成21年度入試を詳細に説明します。「AO入試」「推薦入試」など
ひと足お先にキャンパス体験！！高校1・2年生向け学食体験

8月23日（土） 10：30～17：00 平成21年度入試直前対策！！ 「AO入試」直前必勝講座です。
大学の授業などを受けて、聖徳の学生の一日体験しよう。高校1・2年生向け学食体験

10月4日（土） 入試、学びの中身などじっくりと話せるなんでも相談会 ●直前推薦入試相談

入学相談会
10：00～15：00

12月21日（日）
入学相談会

13：00～16：00

保育表現研究発表会 児童学科、保育科の2年生による「創作舞踊」や「表現あそび」の発表会。
保育士や幼稚園教諭を目指す人は必見です！

11月8日（土）・9日（日） 入試、学びの中身などじっくりと話せるなんでも相談会

入学相談会
聖 徳 祭 クラス発表、部活発表、サークルの企画など様 な々発表がある学園祭

です。在学生達の熱気を感じてください。

平成21年度入試最終対策！！「推薦入試」最終チェック講座です。
自分に合った「学科・分野」を発見しよう。高校1・2年生向け

11月16日（日） 13：00～16：00
平成21年度入試対策！！
「推薦入試」「AO入試」「特別奨学生入試」の必勝講座です。

平成21年度入試説明
「一般入試」と「特別奨学生入試」について説明します。

10：00～15：00
学食体験

※オープンキャンパスの詳しい内容についてはホームページでご確認ください。ご参加お待ちしております。
「オープンキャンパス」「入学相談会」に参加できない方は、「キャンパス見学（予約受付中）」「進学相談会」に参加してください。

入学相談会 なんでも相談 在学生とのフリートーク 在学生による
キャンパスツアー

通常のオープンキャンパスよりも、
じっくりと相談できます。

JR常磐線・JR乗り入れ地
下鉄千代田線・新京成線
「松戸」駅下車東口徒歩5分

★公共交通機関をご利用
いただき、お車でのご来
校はご遠慮ください。 イトーヨーカドー内エスカレー

ターを利用できます。閉店時
は正面の通路階段を
ご利用ください。

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬550

2階入口

5階出口

イトーヨー
カドー

松戸駅
東口

中央公園

北千住→←柏

聖徳大学・聖徳大学短期大学部の
資料請求・お問い合わせは

聖徳大学入学センターへ
受験相談フリーダイヤル

ホームページにアクセス 空メールを送ってカンタン資料請求

7 0120-66-5531

聖徳大学 検索

http://www.seitoku.jp/univ/ su@kwml. jp

入
学
セ
ン
タ
ー

グローバル社会の今、外国語学科の学生のみならず、
全ての学生に海外留学の必要性が叫ばれております。今回
は特別インタビューとして、長い間ハワイで生活し、ハワイ
大学コミュニティ・カレッジズの名誉総長であり、本年度
より外国語学科の特任教授に就任されましたジョイス
津野田 幸子先生に海外留学に対する心構えなどをインタ
ビューしました。
現在留学している人やこれから留学する人に、とても
参考になる貴重なお話を伺いました。

2006年 アメリカ西海岸・ハワイ研修旅行にて（現・人間栄養学科）

ジョイス津野田幸子先生

●特別インタビュー 「海外に行き、日本の良さを見つけよう」 人文学部外国語学科 特任教授 ジョイス津野田 幸子 先生
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四
月
二
十
九
日（
火
）に
日
本

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
協
会
主
催
の

「
第
三
十
五
回
オ
ル
ガ
ン
新
人

演
奏
会
」
が
武
蔵
野
市
民
文
化

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
学

か
ら
平
成
十
九
年
度
音
楽
文
化

学
科
卒
業
の
鳥
居
亜
佑
子
さ
ん

が
出
演
し
、
堂
々
と
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
な
音
楽
を
奏
で
て
く
れ

ま
し
た
。

武
蔵
野
市
民
文
化
会
館
ホ
ー

ル
は
、
皆
様
に
は
な
じ
み
が
薄

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
年

は
四
年
に
一
度
の
世
界
的
に
も

有
名
な
『
武
蔵
野
市
国
際
オ
ル

ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
』
の
第
一
次

予
選
と
本
選
が
行
わ
れ
る
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
を
有
す
る
ホ
ー
ル

で
す
。
鳥
居
さ
ん
は
そ
の
ホ
ー

ル
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
駆
使

し
て
、
Ｊ.

Ｓ.

バ
ッ
ハ
作
曲
『
前

奏
曲
と
フ
ー
ガ

ハ
短
調
Ｂ
Ｗ
Ｖ

５
４
６
』
を
、
フ
レ
ー
ズ
を
生

き
生
き
と
明
確
に
、
美
し
い
タ

ッ
チ
と
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
イ
シ

ョ
ン
で
演
奏
し
ま
し
た
。
東
京

芸
大
、
国
立
音
大
、
武
蔵
野
音

大
、
エ
リ
ザ
ベ
ト
、
活
水
な
ど

全
国
の
音
楽
大
学
か
ら
十
一
名

が
出
演
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

出
演
者
の
中
で
も
決
し
て
ひ
け

を
取
ら
な
い
演
奏
で
し
た
。

本
学
か
ら
は
久
し
ぶ
り
の
出

演
と
な
っ
た
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
新
人
演
奏
会
の
成
功
を
導
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
松
居
直
美

先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

附
属
高
校
の
普
通
科
か
ら
進

学
し
て
き
た
鳥
居
さ
ん
に
、
片

桐
章
子
先
生
の
良
き
ご
指
導
で

将
来
の
道
を
見
出
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、

鳥
居
さ
ん
は
本
学
大
学
院
に
進

学
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
、
研
究

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
の
輝
か
し
い
未
来
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
協
会
主
催

第
三
十
五
回

オ
ル
ガ
ン
新
人
演
奏
会

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
介

護
教
育
の
充
実
・
向
上
及
び
介

護
教
員
の
養
成
確
保
を
図
る
意

図
で
、
介
護
教
員
講
習
会
が
開

講
し
、
博
士
課
程
の
前
期
・
後
期

修
了
者
、
教
員
免
許
所
持
者
も

助
手
も
関
係
な
く
、
介
護
福
祉

士
養
成
施
設
の
専
任
教
員
は
こ

の
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
本
学
が
三

年
前
か
ら
千
葉
県
の
講
習
会
当

番
校
と
し
て
決
定
し
て
お
り
、

そ
の
準
備
に
入
っ
て
お
り
ま
し

た
。
平
成
十
九
年
の
夏
と
二
十

年
三
月
の
開
講
を
予
定
し
、
受

講
生
の
募
集
対
応
や
講
師
の
選

定
等
、
聖
徳
大
学
オ
ー
プ
ン
・
ア

カ
デ
ミ
ー（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）の
協
力
の

下
、
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
に
は
本
学
教

員
も
多
数
参
加
し
、
講
師
も
見

慣
れ
た
顔
ぶ
れ
で
し
た
が
、
日

ご
ろ
の
授
業
や
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ
カ

ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
）と
は
ま
た
違
っ
た
趣
で
受

講
で
き
ま
し
た
。
地
方
か
ら
の

受
講
生
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

の
講
習
会
を
経
験
し
て
き
た
方

た
ち
で
、
そ
の
方
々
が
聖
徳
の

教
員
連
携
の
良
さ
に
感
心
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
事
務
方
の
好
感

あ
ふ
れ
る
対
応
、
参
加
し
た
メ

ン
バ
ー
の
醸
し
出
す
雰
囲
気
が

相
ま
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が

最
高
の
効
果
を
挙
げ
、
有
意
義

な
メ
ン
バ
ー
交
流
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

講
習
生
は
、
口
々
に
講
習
会

の
最
終
場
所
を
聖
徳
に
し
た
こ

と
が
幸
運
だ
っ
た
と
言
わ
れ
、

ほ
っ
と
す
る
と
同
時
に
鼻
の
高

い
思
い
で
し
た
。
講
習
会
の
真

の
目
的
が
達
成
さ
れ
、
別
れ
が

た
い
思
い
で
会
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

介
護
教
員
講
習
会
開
催

介
護
福
祉
学
科

「

栄
養
教
諭
」
を
養
成
し
て
い
ま
す

子
ど
も
の
食
生
活
の
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
る
中
、
子
ど
も
の
健
康

な
心
身
を
育
み
、
望
ま
し
い
食
習

慣
を
形
成
す
る
た
め
の
、
学
校
に

お
け
る
食
育
の
充
実
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
十
七
年

度
に
は
「
栄
養
教
諭
制
度
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
栄
養
教
諭
制
度
は
、

従
前
の
学
校
栄
養
職
員
が
行
っ
て

い
た
「
学
校
給
食
の
栄
養
管
理
・
衛

生
管
理
」
に
加
え
て
、「
食
に
関
す

る
指
導
」
を
行
う
職
で
あ
る
た
め
、

栄
養
士
や
管
理
栄
養
士
を
基
礎
要

件
と
し
て
、
教
員
免
許
を
付
与
し

た
資
格
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
を
置

く
本
学
で
は
、
国
か
ら
「
栄
養
教

諭
一
種
免
許
」
の
課
程
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。
本
学
、
生
活
文
化

学
科（
現
三
年
生
以
下
は
、
人
間
栄

養
学
科
）で
は
、
平
成
十
七
年
度
か

ら
、
四
年
次
の
学
生
ま
で
遡
っ
て

制
度
を
適
用
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
み
、
す
で
に
、
三
回
の
卒
業

生
、
五
十
一
名
の
栄
養
教
諭
免
許

取
得
者
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す

（
十
七
年
度
十
三
名
、
十
八
年
度
十

六
名
、
十
九
年
度
二
十
二
名
）。

栄
養
教
諭
の
採
用
に
つ
い
て

は
、
栄
養
教
諭
の
配
置
が
都
道
府

県
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ

と
や
、
す
で
に
配
置
さ
れ
て
い
る

「
学
校
栄
養
職
員
」
を
「
栄
養
教
諭
」

に
任
用
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
残
念
な
が

ら
、
実
際
に
「
栄
養
教
諭
」
と
し
て

の
新
規
採
用
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
昨
年
あ
た
り
か

ら
、
教
員
採
用
試
験
の
中
で
「
栄

養
教
諭
」
を
採
用
す
る
県
が
増
え

て
き
て
お
り
、
今
後
は
、
学
校
に

職
を
求
め
る
栄
養
士
は
、「
栄
養
教

諭
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
要
件

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
、「
食
育
基
本
法
」
が

制
定
さ
れ
、
国
を
挙
げ
て
食
育
が

推
進
さ
れ
る
中
、「
栄
養
教
諭
一
種

免
許
」
を
持
っ
た
「
管
理
栄
養
士
」

の
養
成
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

人
間
栄
養
学
科

音
楽
学
部

嬉
し
い
と
感
じ
ま
す
。
園
児
は
素

直
に
喜
び
を
表
現
し
ま
す
。
そ
の

表
情
が
す
ご
く
好
き
で
す
。

伊
藤

私
は
そ
れ
に
加
え
て
、
単

純
に
園
児
か
ら
声
を
か
け
ら
れ

る
と
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

支
え
に
な
り
ま
す
。
私
に
元
気
が

無
い
と
き
、
落
ち
込
ん
で
い
て
も

園
児
は
気
づ
い
て
く
れ
ま
す
。

園
児
か
ら
慰
め
て
く
れ
た
り
し

ま
す
。
す
る
と
元
気
が
沸
い
て

き
ま
す
。

佐
竹

園
児
の
保
護
者
に
は
電

話
で
怪
我
や
体
調
を
伝
え
る
だ

け
で
は
な
く
、よ
い
事
や
、で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
事
を
伝
え
ま
す
。

一
人
で
ト
イ
レ
に
行
け
た
と
か
、

み
ん
な
と
う
ま
く
遊
ん
で
い
る

と
か
、
よ
い
事
も
き
ち
ん
と
伝
え

ま
す
。

特
に
、
自
分
の
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
は
ち
ょ
っ
と
感
覚
が
異
な
り

ま
す
。
保
護
者
の
よ
う
に
子
ど
も

の
成
長
が
本
当
に
嬉
し
く
感
じ

ま
す
。

４．
幼
稚
園
教
員
と
し
て
難
し
か

っ
た
事
は
？

佐
竹

難
し
い
の
は
保
護
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
特

に
電
話
連
絡
で
す
。
ま
だ
ま
だ
園

児
の
状
況
を
上
手
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

表
現
方
法
が
正
確
で
は
な
い

１．
幼
稚
園
教
員
を
目
指
し
た
き

っ
か
け
は
？

佐
竹

私
は
小
さ
い
頃
の
保
育

園
の
担
任
が
大
好
き
で
、
憧
れ
て

い
た
の
で
、
先
生
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ピ
ア
ノ
も
子
ど
も
の
頃

か
ら
や
っ
て
い
て
、
工
作
も
大
好

き
。
だ
か
ら
、
こ
の
職
業
し
か
な

い
と
考
え
て
聖
徳
大
学
に
入
学

し
ま
し
た
。

で
も
大
学
で
の
幼
稚
園
実
習

は
と
て
も
厳
し
く
、
思
う
よ
う
に

い
か
な
い
時
も
あ
り
、
真
剣
に
悩

む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
高
校
時

代
は
、
と
り
あ
え
ず
大
学
に
行
く

の
が
目
的
で
、
大
学
に
入
る
前
に

夢
を
持
っ
て
い
る
人
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
私
は
目
的
を
持

っ
て
聖
徳
大
学
に
入
り
、
大
学
に

は
幼
稚
園
教
員
を
目
指
す
人
が

多
く
、
夢
が
決
ま
っ
て
い
た
私
に

と
っ
て
は
と
て
も
恵
ま
れ
た
環

境
で
し
た
。

伊
藤

私
も
小
学
校
に
入
る
前

か
ら
保
育
園
の
先
生
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
。
進
路
に
つ
い
て
悩

む
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
幼

稚
園
の
先
生
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
は
、
保
育
士
を
志
し
て
い

ま
し
た
が
、
幼
稚
園
教
員
・
保
育

士
養
成
コ
ー
ス
で
学
ぶ
中
で
、

最
終
的
に
は
幼
稚
園
の
教
員
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。

３．
幼
稚
園
教
員
に
な
っ
て
嬉
し

か
っ
た
事
は
？

佐
竹

私
は
自
分
の
事
を
芸
人

的
な
感
覚
を
持
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
園
児
が
笑
う
と
嬉

し
く
感
じ
、
反
応
が
良
か
っ
た
と

き
は
、す
ご
く
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
絵
本
や
お
話
を
注
目
し
て

静
か
に
聴
い
て
く
れ
た
と
き
も
、

と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。
園
児

は
と
て
も
素
直
な
の
で
お
話
が

つ
ま
ら
な
い
と
き
は
直
ぐ
に
グ

テ
ッ
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
園
児
が
、
今
ま
で
で
き

な
か
っ
た
難
し
い
制
作
を
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
な
ど
も

と
、
言
い
回
し
に
よ
っ
て
は
勘
違

い
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
電
話
で
は
、
顔
や
表
情
を

お
互
い
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
か
ら
。

伊
藤

私
も
保
護
者
と
の
か
か

わ
り
は
特
に
難
し
く
、
一
番
悩
む

と
こ
ろ
で
す
。
大
学
の
実
習
で
も

保
護
者
と
の
関
わ
り
ま
で
は
学

べ
ま
せ
ん
。

保
護
者
は
大
人
で
人
生
の
先

輩
で
す
か
ら
、
園
児
を
教
え
る
こ

と
と
は
異
な
り
ま
す
。
年
は
下
で

も
先
生
と
い
う
立
場
で
役
割
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

５．
学
生
時
代
に
や
っ
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
事
は
？

佐
竹

私
は
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な

人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興

味
を
も
ち
、
気
に
な
っ
た
こ
と
を

調
べ
る
、
行
っ
て
み
る
。
勉
強
の

知
識
だ
け
で
な
く
、
人
と
付
き
合

う
中
で
、
い
ろ
ん
な
考
え
方
や
、

自
分
の
知
ら
な
い
世
界
を
知
る

事
で
、
社
会
に
出
て
役
立
つ
、
人

生
の
糧
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
の
趣
味
は
、
友
達
と
遊
ん
だ

り
、
買
い
物
に
出
か
け
た
り
、
映

画
を
観
た
り
、
音
楽
を
聞
い
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
し
ま
す
。
オ

フ
の
時
間
に
仕
事
を
忘
れ
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
よ
う
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。

伊
藤

私
も
、
人
と
の
関
わ
り
を

も
っ
と
増
や
し
た
か
っ
た
と
感

じ
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
多
く

の
人
と
関
わ
る
時
間
を
作
り
た

か
っ
た
し
、
単
純
に
も
っ
と
勉
強

し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
も
感

じ
て
い
ま
す
。
授
業
は
し
っ
か
り

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
現
場
に
出

た
今
で
は
、
座
学
と
い
う
側
面
が

強
か
っ
た
印
象
で
す
。
当
時
は
、

将
来
現
場
で
生
か
す
た
め
と
い

う
よ
り
、
テ
ス
ト
の
た
め
に
覚
え

る
感
じ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

６．
学
生
に
ひ
と
こ
と

佐
竹

自
分
の
意
思
を
持
っ
て

職
業
を
選
択
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

仕
事
の
中
で
、
つ
ま
ず
い
た
と

き
に
は
、
な
ん
と
な
く
子
ど
も
が

か
わ
い
い
か
ら
、
好
き
だ
か
ら
と

い
う
想
い
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、「
自
分
が
何
で
こ
の
職

業
に
就
き
た
か
っ
た
か
、
そ
し
て

今
、
な
ぜ
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る

の
か
」
を
考
え
、
そ
の
答
え
が
落

ち
込
ん
だ
と
き
の
支
え
に
な
り
、

柱
に
な
り
ま
す
。

伊
藤

と
り
あ
え
ず
就
職
す
る

と
い
う
の
で
な
く
、
何
年
後
か
の

先
の
こ
と
を
見
据
え
て
職
業
を

選
択
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
考
え
る
時
間
が

必
要
で
す
が
、
先
を
見
て
就
職
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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卒業生・先輩

第 1 回

就職先
学校法人やしろ学園
葛飾白百合幼稚園

平
成
十
八
年
度
　
児
童
学
科
卒
業

佐
竹
香
保
里
さ
ん

平
成
十
六
年
度
　
児
童
学
科
卒
業

伊
藤
知
香
さ
ん

聖
徳
フ
ラ
ッ
シ
ュ
で
は
、
今
号
よ
り
現
場
で
活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
回
は
、
幼
稚
園
教
諭
一
種

免
許
を
取
得
し
、
学
校
法
人
や
し
ろ
学
園
葛
飾
白
百
合
幼
稚
園
へ
就
職

さ
れ
た
佐
竹
香
保
里
さ
ん
、
伊
藤
知
香
さ
ん
よ
り
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

質問

学
生
時
代
に
や
っ
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
事
は
？

質問

幼
稚
園
教
員
を
目
指
し
た

き
っ
か
け
は
？

幼
稚
園
教
員
の
一
日

質問

幼
稚
園
教
員
に
な
っ
て

嬉
し
か
っ
た
事
は
？

質問

幼
稚
園
教
員
と
し
て

難
し
か
っ
た
事
は
？

質問

こ
れ
か
ら
幼
稚
園
教
員
を

目
指
す
学
生
に
ひ
と
こ
と

８
時
出
勤
　
部
屋
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

お
絵
か
き
、
制
作
、
粘
土
の
用
意
を
し
、
園
児

た
ち
が
入
っ
た
ら
ス
ム
ー
ズ
に
遊
べ
る
準
備

を
し
ま
す
。

８
時
４０
分
―
１０
時
　
登
園

１１
時
―
１２
時
　
外
遊
び

１
時
２０
分
　
帰
り
支
度

３
時
　
保
護
者
へ
の
連
絡

７
時
　
帰
宅

全
員
が
揃
う
ま
で
自
由
遊
び
を
し
ま
す
。

１０
時
―
１１
時
　
朝
の
会

挨
拶
と
出
席
確
認
を
し
、
幼
稚
園
や
季
節
の

歌
を
歌
い
ま
す
。
制
作（
こ
い
の
ぼ
り
等
の

季
節
の
制
作
）
を
し
ま
す
。

３
時
１０
分

部
屋
の
掃
除
と
翌
日
の
制
作
の
準
備

１２
時
３０
分
―
１
時
　
お
弁
当
、
給
食

１
時
３０
分
―
３
時
　
園
児
帰
宅

火
・
木
曜
は
お
弁
当
で
、
月
・
水
・
金
曜
は
給
食

で
す
。
そ
の
間
に
連
絡
帳
に
目
を
通
し
ま
す
。

怪
我
し
た
子
や
忘
れ
物
、
時
に
、
友
達
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
喧
嘩
等
も
直
接
連
絡
し
ま
す
。

６
月
は「
父
の
日
の
記
念
品
」「
時
の
記
念
日

の
時
計
」
な
ど
、
年
間
の
制
作
物
は
ほ
ぼ
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

佐竹香保里さん

伊藤知香さん

、
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昨
年
度
ま
で
、
一
泊
二
日
の

日
程
で
、
箱
根
で
行
わ
れ
て
い

た
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ（
聖
徳
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

ツ
ア
ー
）か
ら
、
今
年
度
は
午
前

中
を
ミ
ニ
運
動
会
、
午
後
か
ら

は
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
う
Ｓ
Ｆ
Ｄ（
聖
徳
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
デ
イ
）へ
と
、
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｆ
Ｄ
の
目
的
の
一
つ
は
、

新
入
生
と
在
校
生
、
そ
し
て
先

生
方
が
一
緒
に
身
体
を
動
か
し

協
力
し
合
っ
て
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
共
に
し
、
保
育
者
の
資

質
を
学
習
す
る
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
通
し
て
今
後
の
学
生
生
活

を
生
き
生
き

と
過
ご
し
て

い
け
る
よ
う
、
新
入
生
と
在
校

生
と
の
親
睦
を
深
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

五
月
十
日（
土
）は
、
小
雨
の

舞
う
涼
し
い
天
候
と
な
り
ま
し

た
が
、
本
校
の
隣
の
三
田
中
学

校
の
体
育
館
の
中
で
、
玉
入
れ
や

デ
カ
パ
ン
競
争
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
専
門

学
校
な
ら
で
は
の
家
庭
的
な
温

か
さ
を
大
切
に
、
全
学
年
が
ひ

と
つ
と
な
り
、
爽
や
か
な
汗
を

流
し
、
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

三
月
十
四
日（
金
）に
日
本
航

空
株
式
会
社
の
羽
田
整
備
場
見

学
及
び
希
望
者
に
よ
る
客
室
乗

務
員
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
見
学
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
モ

ノ
レ
ー
ル
の
新
整
備
場
駅
に
集

合
し
、
機
体
整
備
工
場
の
見
学

を
し
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
鑑
賞
や

飛
行
機
の
構
造
な
ど
の
講
義
を

聞
き
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
キ
ャ
ビ
ン

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
制
服
・
制
帽

を
試
着
し
て
の
記
念
撮
影
を
し

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
放

映
さ
れ
て
い
た
場
所
で
も
あ
っ

た
の
で
生
徒
た
ち
は
、
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
見

学
デ
ッ
キ
で
、
運
行
整
備
の
概

要
を
聞
き
な
が
ら
見
学
し
、
機

体
を
背
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し

た
。
当
日
の
様
子
は
、
読
売
新

聞
社
の
取
材
も
あ
り
、
四
月
八

日（
火
）の
夕
刊
に
記
事
が
載
り

ま
し
た
。
生
徒
の
感
想
文
の
中

で
も
、「
飛
行
機
を
飛
ば
す
ま
で

に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
役
割
分
担

や
検
査
・
点
検
な
ど
様
々
な
事

を
ク
リ
ヤ
ー
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
乗
れ

る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
」
と

書
い
て
い
ま
し
た
。
整
備
場
見

学
後
、
通
常
は
、
中
学
二
年
生

で
の
客
室
乗
務
員
の
訓
練
セ
ン

タ
ー
の
見
学
は
、
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は

特
別
に
許
可
し
て
い
た
だ
き
、

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
目
の
前
で
見
る
客
室
乗
務

員
の
実
際
の
訓
練
は
緊
迫
感
が

あ
り
、「
必
要
な
事
だ
か
ら
学

ぶ
。
自
分
の
仕
事
の
た
め
じ
ゃ

な
い
、相
手
の
事
を
思
っ
て
学
ぶ
。

そ
の
姿
勢
こ
そ
が
プ
ロ
の
あ
る

べ
き
姿
な
の
だ
と
思
っ
た
」
と

の
感
想
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

四
月
三
日（
木
）、
四
日（
金
）

に
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

入
学
式
よ
り
以
前
に
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
の

は
、
今
年
度
か
ら
の
試
み
で
す
。

新
入
生
に
学
校
を
理
解
し
て
か

ら
入
学
式
に
臨
ん
で
ほ
し
い
と

の
思
い
か
ら
、
事
前
に
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

新
二
年
生
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
委
員
が
新
入
生
を
笑
顔
で

迎
え
、
お
世
話
を
し
て
い
ま
し

た
。
空
い
た
時
間
に
手
あ
そ
び

を
し
た
り
、
質
問
に
答
え
た
り

と
先
輩
ら
し
く
成
長
し
た
姿
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
入
生
を
歓
迎
す
る
た
め
、
教

室
内
に
装
飾
を
し
た
り
、
折
り

紙
で
作
っ
た
作
品
を
新
入
生

に
渡
し
た
り
な
ど
、
細
や
か
な

心
遣
い
が
さ
れ
て
い
て
、
新
入

生
は
と
て
も
感
激
し
た
と
思

い
ま
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

学
校
生
活
や
諸
手
続
き
の
説

明
、
副
学
園
長
と
校
長
先
生
の

お
話
な
ど
を
聞
き
、
今
後
の
学

校
生
活
の
展
望
が
見
え
て
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
日
も
早
く
学
校
に
慣
れ
、

す
て
き
な
保
育
者
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
毎
年

恒
例
の
三
年
生
の
社
会
科
見
学

が
二
月
二
十
五
日（
月
）に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
見
学
場
所
は
中

央
区
に
あ
る
日
本
銀
行
と
、
千

代
田
区
に
あ
る
東
京
地
方
裁
判

所
の
二
箇
所
で
し
た
。

日
本
銀
行
で
は
、
お
金
を
作

る
過
程
や
お
金
の
流
通
の
仕
方
、

日
本
銀
行
の
役
割
に
つ
い
て
ビ

デ
オ
視
聴
し
、
そ
の
後
、
係
の

方
の
案
内
で
日
本
銀
行
創
立
時

代
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
器

具
や
物
、
歴
代
の
総
裁
の
肖
像

画
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
銀

行
の
窓
口
業
務
を
見
学
を
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
銀
行
の
銀

行
と
い
わ
れ
る
日
本
銀
行
の

隅
々
ま
で
見
学
を
し
て
、
授
業

で
習
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

次
の
見
学
地
の
東
京
地
方
裁

判
所
ま
で
は
、
徒
歩
で
大
手
町

の
オ
フ
ィ
ス
街
、
皇
居
を
通
り
、

日
比
谷
公
園
で
休
憩
を
し
た

後
、
裁
判
所
に
向
か
い
ま
し
た
。

裁
判
所
に
入
る
と
き
に
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る

た
め
、
生
徒
た
ち
は
、
そ
の
も

の
も
の
し
さ
に
驚
い
た
様
子
で

し
た
。
裁
判
所
内
で
は
実
際
の

裁
判
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

見
学
し
た
の
は
薬
物
関
係
の
裁

判
で
、
生
徒
の
感
想
を
聞
く
と
、

「
ド
ラ
マ
の
よ
う
で
し
た
」「
手

錠
に
つ
な
が
れ
て
い
る
の
を
見

て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
」
な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

裁
判
所
の
方
か
ら
、
実
際
に
裁

判
が
行
わ
れ
る
部
屋
で
裁
判
所

の
施
設
や
、
裁
判
官
・
検
察
官
な

ど
係
の
仕
事
内
容
や
服
装
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
中
に
は
裁
判
官
が
着
用
す

る
黒
い
服
を
着
て
記
念
写
真
を

撮
っ
て
い
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
が

で
き
、
生
徒
に
と
っ
て
充
実
し

た
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
生
徒
た
ち
を
温
か

く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
親
切
に

丁
寧
に
説
明
や
案
内
を
し
て
い

た
だ
い
た
日
本
銀
行
及
び
東
京

地
方
裁
判
所
の
方
々
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

聖
徳
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ

社
会
科
見
学

職
業
学
習

Ｊ
Ａ
Ｌ
見
学
会
を
終
え
て

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

〝
公
民
の
授
業
で
学
習
し
た
こ

と
を
実
際
に
体
験
し
て
み
よ
う
〞

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

新
入
生
歓
迎
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
ツ
ア
ー（
Ｆ
Ｔ
）が
、
五
月
一

日（
木
）・
二
日（
金
）の
一
班
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
全
八
班
編

成
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

Ｆ
Ｔ
は
、
今
年
度
よ
り
「
聖
徳

教
育
」
の
必
修
科
目
と
な
っ
た

こ
と
で
、
昨
年
ま
で
の
聖
徳
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
ツ
ア
ー（
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
）か
ら

名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

箱
根
の
自
然
の
中
で
、
一
泊
二

日
の
集
団
行
動
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
新
入
生
と
上
級
生
、
先

生
と
学
生
が
よ
り
強
く
結
び
つ

き
、
社
会
人
に
な
る
上
で
必
要

な
規
則
正
し
い
団
体
生
活
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

一
日
目
は
、
午
後
の
活
動
が

Ａ（
ス
コ
ー
レ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
）・

Ｂ（
ク
ラ
ス
ア
ワ
ー
）・
Ｃ（
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
と
箱
根
関
所
見

学
）の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
活

動
か
ら
も
学
生
の
生
き
生
き
と

し
た
表
情
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夕
食

後
の
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
新
入
生
が
上
級
生
の
部

屋
に
招
か
れ
、
授
業
や
学
生
生

活
の
こ
と
を
直
接
聞
く
こ
と
が

で
き
、
大
変
充
実
し
た
良
い
交

流
の
場
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

二
日
目
は
、
箱
根
彫
刻
の
森

美
術
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
館

内
は
、
様
々
な
芸
術
家
の
オ
ブ

ジ
ェ
や
美
し
い
花
々
、
そ
し
て

二
階
建
て
の
ピ
カ
ソ
館
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
本
学
に

縁
の
あ
る
流
政
之
先
生
の
作

品
「
風
の
刻
印
」
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
館
内
の
芸
術
作
品

は
、
学
生
の
芸
術
的
感
性
を
よ

り
一
層
深
め
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

こ
の
二
日
間
の
交
流
は
、
良

い
人
間
関
係
を
作
り
、
今
後
の

学
生
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に

す
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

新
入
生
歓
迎

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ツ
ア
ー

（
Ｆ
Ｔ
）を
終
え
て

大
学
・
短
期
大
学
部

平
成
二
十
年
度

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
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四
月
十
九
日（
土
）、
新
一

年
生
を
全
校
児
童
で
初
め
て

迎
え
入
れ
る
集
会
、
一
年
生

を
迎
え
る
集
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
集
会
に
引
き

続
き
、「
明
和
班
顔

合
わ
せ
集
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

開
校
以
来
、
縦

割
り
班
活
動
は
附

属
小
学
校
の
学
習

活
動
で
と
て
も
重

要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
そ
の

伝
統
が
生
み
出
す

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
効
果
は
、

集
会
の
準
備
の
段
階
か
ら
児

童
た
ち
の
意
識
の
中
に
生
き

て
い
ま
す
。
お
世
話
を
す
る

六
年
生
に
と
っ
て
は
、
初
め

て
自
分
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
活
動
す
る
時
で
す
。「
ど
ん

な
一
年
生
か
な
」、「
話
を
聞

い
て
も
ら
え
る
か
な
」
と
、

不
安
や
期
待
す
る
気
持
ち
に

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
学
年
活
動
を
通
し
て
、
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

班
別
の
話
し
合
い
の
場
面

で
は
、
ど
の
班
も
ま
と
ま
り

の
あ
る
「
輪
」
を
つ
く
っ
て
、

自
己
紹
介
を
行
い
、
班
の
め

あ
て
を
発
表
し
、
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
一
年
間
、
会
食

や
交
流
活
動
を
通
し
て
、
深

ま
り
の
あ
る
関
係
が
生
ま
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
微
笑
ま

し
い
姿
か
ら
、
児
童
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
と
他
学
年
と

の
交
友
関
係
の
広
が
り
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

五
月
二
日（
金
）、
こ
い
の

ぼ
り
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
朝
か
ら
曇
り
空
で
、
ち

ょ
う
ど
鯉
の
ぼ
り
を
前
庭
に

か
け
よ
う
と
し
た
そ
の
時
、

「
ポ
ツ
、
ポ
ツ
」
と
小
さ
い
水

滴
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
、
鯉
は
屋
内
で
吹

き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
「
ふ

れ
あ
い
広
場
」
の
三
階
か
ら

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
か
け
て
み
る
と

そ
の
大
き
さ
に
目
を
見
張
り

ま
す
。
ひ
と
き
わ
大
き
い
の

が
一
年
生
の
、
で
き
た
て
ほ

や
ほ
や
の
真
新
し
い
鯉
。
六

匹
の
鯉
た
ち
が
見
守
る
中
、

集
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当

日
は
副
学
園
長
も
来
校
し
、

最
初
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
次
に
体
育
委
員
会
に

よ
る
「
端
午
の
節
句
」
ク
イ
ズ
、

各
学
年
の
代
表
者
一
名
ず
つ
に

よ
る
「
今
年
の
め
あ
て
」
の
発

表
な
ど
の
後
、「
い
ら
か
の
波

と

雲
の
波
」
で
始
ま
る
全
校

唱
歌
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
声
高

ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。
校
長
先

生
か
ら
は
、「
端
午
の
節
句
は

本
来
男
の
子
の
も
の
だ
け
ど
、

今
は
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
の

元
気
な
成
長
を
お
祈
り
す
る

行
事
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、
こ

い
の
ぼ
り
の
よ
う
に
元
気
に
頑

張
ろ
う
」
と
い
う
お
話
が
あ

り
、
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
こ
の
一
年

何
を
頑
張
り
た
い
か
を
書
い

た
「
う
ろ
こ
」
が
、
昨
年
の
自

分
の
う
ろ
こ
の
上
に
貼
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
め
あ
て
に

向
か
っ
て
「
百
瀬
の
滝
を
登

る
」
よ
う
な
一
年
に
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

「

明
和
班
活
動
のト

」
で
す
。

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

ス
タ
ー

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

毎
年
五
月
ま
た
は
、
六
月
に

年
に
一
度
保
護
者
の
方
々
に
、

園
児
た
ち
が
食
べ
て
い
る
給
食

を
一
緒
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く

試
食
会
を
か
ね
た
保
育
参
観
・

試
食
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

日
は
、
午
前
中
は
各
ク
ラ
ス
毎

ゲ
ー
ム
や
集
団
遊
び
、
リ
ズ
ム

遊
び
等
を
参
観
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
親
子
で
体
を
動
か

し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
な

計
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新

年
度
を
迎
え
、
新
し
い
ク
ラ
ス

に
よ
う
や
く
慣
れ
て
き
た
頃
の

こ
の
参
観
は
、
園
児
同
士
、
そ

し
て
保
護
者
同
士
が
よ
り
親
し

く
な
れ
る
良
い
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
給
食
の
時
間
に
な
る

と
、
親
子
で
向
か
い
合
っ
て
座

り
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
ご

挨
拶
を
し
て
お
い
し
く
、
そ

し
て
楽
し
く
和
や
か
に
い
た

だ
い
て
い
る
姿
が
毎
年
見
ら

れ
て
い
ま
す
。
園
児
た
ち
は
、

保
護
者
の
方
が
見
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
苦
手
な
野
菜

を
頑
張
っ
て
も
り
も
り
と
食

べ
て
見
せ
た
り
、
お
か
わ
り

を
し
た
り
と
、
い
つ
も
以
上

に
気
合
い
が
入
っ
て
い
た

り
、
子
ど
も
の
い
た
だ
い
て

い
る
姿
を
見
て
「
家
で
は
野

菜
食
べ
な
い
の
に
！！
」
と
、

驚
い
て
い
る
保
護
者
の
方
々

の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
最
後

に
、
保
護
者
の
方
に
給
食
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
年
に

一
度
の
保
育
参
観
・
試
食
会
は
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
も
毎
年
楽

し
み
に
な
っ
て
い
る
行
事
の
一

つ
の
よ
う
で
す
。

●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

今
年
の
父
親
参
観
は
聖
徳
学

園
創
立
七
十
五
周
年
を
記
念
し

て
、川
並
妙
子
園
長
先
生
に
学

園
の
生
い
立
ち
と
子
育
て
の
大

切
さ
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
入
園
式
や
卒
園
式
、運
動

会
、遊
戯
会
、そ
し
て
普
段
の
送

迎
等
に
も
お
父
様
の
参
加
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
が
お
仕
事
の
都

合
で
園
児
た
ち
と
関
わ
り
た
く

て
も
時
間
が
取
れ
な
い
と
い
う

こ
と
も
耳
に
し
ま
す
。
ど
う
接

し
た
ら
い
い
の
か
？

園
児
た
ち
を
叱
れ
な

い
、褒
め
て
認
め
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
？
と
い
う
悩
み

を
お
持
ち
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

聖
徳
学
園
で
は
、
建
学

の
精
神
「
和
」
か
ら
具

体
的
に
幼
稚
園
の
教

育
方
針
を
積
み
重
ね
、

い
つ
の
時
代
も
「
基
本

的
生
活
習
慣
と
躾
」
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を

話
し
、
参
加
さ
れ
た
お

父
様
方
も
真
剣
に
話

●

こ
い
の
ぼ
り
集
会

時
に
大
き
な
夢
を
も
ら
い
、

瞳
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
卒
業
生

に
よ
る
授
業
を
実
施
し
、同

窓
会
の
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、我
こ
そ
は
と
思
わ
れ
る

卒
業
生
の
方
は
、学
校
ま
で

ご
一
報
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。
ご
協
力
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

附
属
小
学
校
も
二
十
三
歳

を
迎
え
た
今
年
、校
風
と
伝
統

を
大
切
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら

素
晴
ら
し
い
学
校
に
発
展
し

て
き
て
い
る
こ
と
を
、卒
業
生

と
し
て
こ
の
上
な
く
誇
り
に

感
じ
て
い
ま
す
。
今
で
も
卒

業
生
の
心
に
残
る
集
会
や
行

事
が
数
多
く
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
二
十
三
年
前
か
ら
ず
っ
と

変
わ
ら
ず
聖
徳
の
子
の
財
産

と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る

行
事
を
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、ぜ
ひ
、皆
様
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
母
校
を
ご
訪
問

下
さ
い
。
皆
様
を
よ
く
ご
存

知
の
先
生
方
が
多
く
、お
仕
事

を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も

私
立
な
ら
で
は
の
と
こ
ろ
で

す
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
、学
園
創
立
七
十
五

周
年
記
念
運
動
会
は
五
月
二

十
五
日（
日
）、聖
徳
祭
は
十
月

十
九
日（
日
）で
す
。
ま
た
、今

年
度
は
小
学
校
同
窓
会
「
秋

和
会
」
と
し
て
初
と
な
る
総

会
を
開
き
、各
年
度
の
同
窓

会
活
動
を
促
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

楽
し
み
な

保
育
参
観
・
試
食
会

八
王
子
中
央
幼
稚
園

体
を
使
っ
て
の
遊
び

「
父
親
参
観
」

三
田
幼
稚
園

を
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

各
ク
ラ
ス
で
園
児
た
ち
と
体
を

使
っ
た
遊
び
中
心
に
保
育
が
展

開
さ
れ
ま
す
。
保
護
者
も
園
児

た
ち
も
笑
顔
が
絶
え
間
な
く

「
お
っ
！
頑
張
っ
た
な
！
」「
上

手
く
で
き
た
ぞ
」「
頑
張
れ
！
」

と
た
く
さ
ん
の
声
が
聞
か
れ
、
園

児
た
ち
も
嬉
し
そ
う
に
保
護
者

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
安
心
し
て

遊
び
に
参
加
し
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
、
参
観
ま
で
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
作
り
、
大
好
き
な
お
父
さ

ん
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
「
す
て

き
な
パ
パ
」
の
歌
を
う
た
い
、

父
と
子
と
の
大
切
な
時
間
を
過

ご
し
ま
す
。
昨
今
、親
子
の
関
係

が
崩
れ
た
事
件
も
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、日
頃
の
親
子
の
関

わ
り
方
で
根
強
い
親
子
の
関
係

を
築
く
事
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
七
十
五
年
の
歴
史
も
親

子
を
強
く
結
び
つ
け
る
役
割
を

果
た
し
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。

小
学
校
同
窓
会
は
「
秋
和

会
」
と
し
て
会
長
を
小
学
校

第
一
回
の
卒
業
生
で
あ
る
嶋

崎
亨
大
さ
ん
に
今
年
度
も
委

嘱
し
、就
任
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
の
活
動
と
し
て

は
、十
九
年
度
も
歯
科
医
師

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
嶋

崎
会
長
を
中
心
に
、卒
業
生

に
来
校
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
嬉
し
い
こ
と
に
、そ
れ
に

続
く
同
窓
生
た
ち
も
数
多
く

社
会
で
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。
小
学
校
で
は
、進
路
指
導

の
一
環
と
し
て
児
童
た
ち
に

卒
業
生
に
よ
る
授
業
を
企

画
・
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
卒

業
生
に
よ
る
授
業
を
始
め
て

三
年
目
の
昨
年
度
は
、現
在
、

美
容
室
経
営
者
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
、第
一
回
卒

業
生
の
山
崎
洋
平
さ
ん
が
後

輩
た
ち
に
授
業
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

第
一
回
卒
業
生
の
山
崎
さ

ん
は
、児
童
た
ち
へ
六
月
の

望
月
校
外
学
習
を
前
に
、洗

髪
の
仕
方
を
一
年
生
に
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、最
後
に

「
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が

大
切
だ
よ
。
そ
の
夢
を
叶
え

る
た
め
に
、頑
張
り
続
け
て

く
だ
さ
い
」
と
、お
話
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、自
分
た
ち

の
先
輩
か
ら
洗
髪
の
仕
方
や

い
ろ
い
ろ
な
職
業
が
あ
る
こ

と
を
教
え
て
も
ら
い
、志
を

強
く
持
ち
、
頑
張
り
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
と
同

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

「
二
十
一
世
紀
を
担
う
、

輝
く
聖
徳
の
子
！
」

秋
和
会

附
属
小
学
校
同
窓
会

同
窓
会
会
員
　
第
一
回
卒
業
生
　
附
属
小
学
校
教
諭
　
渡
辺

五
大
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附
属
幼
稚
園
で
は
四
月
五
日

（
土
）に
今
年
度
の
入
園
式
、
進

級
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
二

日
間
は
新
入
園
児
だ
け
が
登
園

し
幼
稚
園
に
慣
れ
る
よ
う
、
園

内
散
歩
を
し
た
り
、
幼
稚
園
で

の
過
ご
し
方
を
経
験
し
ま
す
。

四
月
九
日（
水
）い
よ
い
よ
、

新
入
園
児
と
進
級
園
児
が
顔
を

合
わ
せ
る
対
面
式
で
す
。
こ
の

日
は
朝
か
ら
全
園
児
が
揃
う
た

め
一
変
に
賑
や
か
さ
が
増
し
、

園
内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

対
面
式
は
ホ
ー
ル
に
全
園
児

が
一
堂
に
集
ま
り
年
長
児
の
は

じ
め
の
言
葉
で
始
ま
り
ま
し
た
。

新
入
園
児
は
三
歳
児
が
ほ
と

ん
ど
で
人
数
の
多
さ
に
驚
い
た

の
か
、
泣
き
出
し
た
り
、
担
任
か

ら
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
不

安
気
な
様
子
で
や
っ
と
椅
子
に
座

っ
て
い
る
園
児
等
様
々
で
し
た
。

一
方
、
進
級
園
児
は
「
幼
稚

園
に
桜
組
・
梅
組
の
新
し
い
お

友
達
が
ふ
え
ま
し
た
よ
。
松
組
・

梅
組
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
は
、

い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
ね
」
と
い
う
副
園

長
先
生
の
お
話
に
、「
は
ー
い
！
」

と
得
意
気
に
返
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
新
入
園
児
も
先
生
と
一

緒
に
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
手

遊
び
を
し
た
り
、
み
ん
な
と

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
う
た
」
や

「
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
」
を
歌
っ

て
い
る
内
に
少
し
ず
つ
気
持
ち

も
ほ
ぐ
れ
、
笑
顔
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
明
日
か
ら
、
み
ん

な
で
仲
良
く
楽
し
く
遊
び
ま
し

ょ
う
」
の
年
長
児
の
挨
拶
で
会

は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
一
人
ひ
と
り
の

園
児
に
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
友

達
と
関
わ
り
、
楽
し
い
幼
稚
園

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
日
々
配

慮
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

浦
安
幼
稚
園
は
、
今
年
度
で

開
園
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

開
園
当
初
か
ら
園
児
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、
適
切
な
運
動
、
調
和
の
取

れ
た
食
事
が
必
要
と
の
思
い
か

ら
給
食
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

給
食
の
実
施
は
栄
養
面
も
合
わ

せ
、
食
事
時
の
雰
囲
気
作
り
を

大
切
に
す
る
こ
と
、
ま
た
偏
食

の
是
正
、
食
事
前
後
の
マ
ナ
ー
、

箸
の
正
し
い
使
い
方
等
を
身
に

つ
け
る
と
い
う
教
育
目
標
で
も

あ
り
ま
す
。
三
才
児
に
は
、
食

事
に
興
味
を
持
た
せ
、
給
食
に

慣
れ
さ
せ
る
こ
と
、
四
才
児
は
、

夏
休
み
ま
で
に
は
給
食
に
な
れ

る
こ
と
と
、「
箸
」
の
使
い
方
が

で
き
る
こ
と
、
五
才
児
は
、
夏

休
み
ま
で
は
三
十
分
以
内
に
食

事
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
、

秋
か
ら
は
、
小
学
校
給
食
と
同

じ
く
ら
い
の
時
間
で
食
べ
終
わ

る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
園
で
は
、
目
標
の
達
成

を
す
ぐ
に
園
児
た
ち
に
求
め

る
の
で
は
な
く
、
毎
年
給
食

ス
タ
ー
ト
前
に
「
な
ら
し
給

食
」
を
実
施
し
、
少
し
で
も

抵
抗
を
な
く
し
、
給
食
に
期

待
感
を
持
て
る
よ
う
、
努
力

し
て
い
ま
す
。

一
日
目
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は

食
べ
や
す
い
ク
ラ
ッ
カ
ー
サ

ン
ド
と
牛
乳
、
二
日
目
に
は

ぶ
ど
う
ゼ
リ
ー
で
し
た
。
園

児
た
ち
は
登
園
す
る
と
「
早
く

食
べ
た
い
、
今
日
は
ゼ
リ
ー
だ

よ
ね
」
と
初
め
て
の
給
食
に
期

待
感
を
持
っ
て
い
る
様
子
で
し

た
。
小
さ
い
手
を
合
わ
せ
て
「
い

た
だ
き
ま
す
」
と
食
前
の
あ
い

さ
つ
を
す
る
と
、
さ
っ
そ
く
食

べ
始
め
、「
お
い
し
い
」「
お
家

と
同
じ
だ
」
と
隣
の
友
達
と
顔

を
見
合
わ
せ
満
足
そ
う
な
顔
で

し
た
。
入
園
し
て
一
週
間
経
っ

て
い
な
い
三
才
児
ク
ラ
ス
で

は
、
食
事
の
最
中
に
椅
子
に
座

ら
ず
、
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
る
子
、

舌
で
ゼ
リ
ー
を
舐
め
、「
い
ら

な
い
」
と
い
う
子
、
様
々
な
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
教

師
は
個
別
の
対
応
を
考
え
な
が

ら
、
段
階
的
に
よ
り
楽
し
く
、

衛
生
面
、
年
齢
、
発
育
状
態
、

園
児
た
ち
の
食
事
の
様
子
を
多

面
的
に
と
ら
え
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
献
立
を
園
児
た
ち
に
味
あ

わ
せ
る
た
め
に
、
幼
稚
園
の
管

理
栄
養
士
と
一
緒
に
、
園
児
た

ち
の
成
長
を
援
助
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

入
園
式
は
、
満
開
の
桜
の
下
、

胸
は
ず
ま
せ
集
団
生
活
を
始
め

る
記
念
す
べ
き
第
一
歩
で
す
。
お

父
様
お
母
様
と
離
れ
、
ホ
ー
ル

に
向
か
う
新
入
園
児
、「
ギ
ュ
ッ
」

と
口
を
結
ん
で
泣
く
の
を
我

慢
、
先
生
が
差
し
延
べ
て
く
れ

た
暖
か
い
手
を
強
く
握
り
、
椅

子
に
座
る
園
児
た
ち
で
す
。

学
園
長
先
生
な
ら
び
に
ご
来

賓
の
方
々
の
お
話
を
聞
い
た

り
、
お
辞
儀
や
お
返
事
を
し
た

り
と
緊
張
し
た
面
持
ち
の
園
児

た
ち
で
し
た
が
、
園
長
先
生
の

手
作
り
ぺ
ー
プ
サ
ー
ト
で
「
ね

ず
み
の
チ
ュ
ー
コ
ち
ゃ
ん
」
の

お
話
が
始
ま
る
と
、
い
つ
の
間

に
か
泣
く
の
を
忘
れ
て
身
を
乗

り
出
し
て
お
話
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
先
生
方
か
ら
の
指

人
形
と
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
、

先
生
の
真
似
を
し

て
、
拍
手
し
て
に

こ
に
こ
笑
顔
で
一

緒
に
歌
を
歌
う
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
々

も
初
め
て
の
幼
稚

園
生
活
に
不
安
と

期
待
で
い
っ
ぱ
い

の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
園
児
一
人

ひ
と
り
と
関
わ
り
、

ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
一
日
も
早
く

信
頼
関
係
を
築
い

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
入
園
式

は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
ひ
め

た
園
児
た
ち
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

去
る
四
月
十
九
日（
土
）・
二

十
一
日（
月
）・
二
十
二
日（
火
）

の
三
日
間
に
渡
っ
て
、
学
年
毎

に
保
育
参
観
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
桜
組
・
パ
ン
ダ
組
の
保

護
者
に
と
っ
て
は
初
め
て
子
ど

も
の
幼
稚
園
生
活
を
見
る
機
会

で
あ
り
、
ま
た
土
曜
日
と
あ
っ

て
ご
両
親
揃
っ
て
の
参
観
が
多

く
、
保
育
室
は
満
員
で
期
待
の

大
き
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
覚
え
た
て
の
聖
徳

幼
稚
園
園
歌
を

披
露
し
た
り
、

出
席
調
べ
で
は

元
気
に
返
事
を

す
る
姿
、
ま
た

友
達
と
一
緒
に

静
か
に
絵
本
を

見
て
い
る
姿
等

を
見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
中

に
は
ご
両
親
の

側
か
ら
離
れ
ら

れ
な
い
園
児
も

お
り
ま
し
た
が

親
子
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
で
は
皆

ん
な
楽
し
く
踊

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
観

後
の
学
級
懇
談

会
で
は
自
己
紹

介
を
し
て
い
た

だ
き
、
保
護
者

同
士
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

今
年
度
は
初
め

て
の
試
み
と
し

て
、
新
入
園
児

た
ち
が
ス
ム
ー

ズ
に
園
生
活
の

ス
タ
ー
ト
が
で

き
る
よ
う
に
、

入
園
前
に
衣
服

の
着
脱
・
排
泄
・
箸
の
持
ち
方

等
基
本
的
生
活
習
慣
の
自
立

に
向
け
て
、
保
護
者
に
指
導
を

す
る
機
会
を
設
け
て
み
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
入
園
当
初

か
ら
自
分
で
や
っ
て
み
よ
う

と
す
る
園
児
の
意
欲
的
な
姿

が
多
く
み
ら
れ
、
保
護
者
が
意

識
を
高
め
て
指
導
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
が
わ
か

り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
一
日
も

早
く
聖
徳
の
子
ど
も
と
し
て
、

い
つ
も
に
こ
に
こ
元
気
に
楽

し
い
幼
稚
園
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
魅
力
あ
る
保
育
に
務

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
、多
摩
中
央

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
は
元
気
よ

く
笑
顔
で
登
園
し
て
い
ま
す
。

年
長
の
松
組
の
園
児
た
ち
は

生
活
の
中
で
年
長
に
な
っ
た

自
覚
と
喜
び
を
感
じ
て
い
る

よ
う
で
す
。

園
児
た
ち
が
松
組
に
な
っ
て

楽
し
み
に
し
て
い
る
活
動
の
中

に「
見
ま
わ
り
隊
」が
あ
り
ま
す
。

見
ま
わ
り
隊
の
活
動
は
、各
保

育
室
の
ゴ
ミ
が
分
別
さ
れ
て
い

る
か
、水
道
の
蛇
口
は
閉
ま
っ

て
い
る
か
、ト
イ
レ
の
サ
ン
ダ

ル
は
揃
っ
て
い
る
か
、床
に
ゴ

ミ
が
落
ち
て
い
な
い
か
を
各
ク

ラ
ス
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
見
ま

わ
る
活
動
を
し
ま
す
。
そ
の
活

動
を
自
然
環
境
に
対
す
る
意
識

づ
け
の
第
一
歩
と
し
て
、一
年

間
く
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
意

識
を
よ
り
高
め
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
す
が
、「
先
生
、

今
日
ゴ
ミ
落
ち
て
な
か
っ
た

よ
」「
ト
イ
レ
の
サ
ン
ダ
ル
き
れ

い
に
揃
え
た
よ
」
と
意
欲
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
時

に
は
チ
ェ
ッ
ク
箇
所
を
見
忘
れ

「
も
う
一
回
行
っ
て
く
る
ね
」
と

保
育
室
を
飛
び
出
し
、な
か
な

か
戻
っ
て
こ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、園
児
た
ち
が
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
見
守
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
見

ま
わ
っ
て
き

た
り
、チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
だ

け
で
す
が
、今

後
は
ゴ
ミ
の

分
別
な
ど
を

通
し
、そ
の
後

ゴ
ミ
が
ど
の

様
に
変
化
し
、

リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
て
自
分

た
ち
の
生
活

に
役
立
っ
て

い
く
か
知
り

ま
す
。
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
幼

稚
園
だ
け
で
な
く
自
分
の
周
り

の
環
境
に
目
を
向
け
て
地
球
を

き
れ
い
に
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
、
自
然
環
境
に
目

を
向
け
関
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆様の広報誌です。
つきましてはインターネットを利用して皆様の聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で学園オリジナルグッズをプレゼントしております。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、是非皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp /gakuen/flash / index.html
〈ご意見・ご感想の宛て先〉

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
（インターネットからは http://www.seitoku. jp/gakuen/toiawase/ の「その他のご意見・お問い合わせ」まで）

読
者
の
欄

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

「保育の聖徳○R」の夏の伝統行事である「SEITOKU夏期保育大学」も、非
常に多くの方々のお力添えにより、今年で歴史を重ねること４１回目を迎え
ることとなりました。今年は、“子どもの発達を考えよう”を総合テーマに、
全体会と１０分科会で構成されております。
全体会の講演には、国立精神・神経センター精神保健研究所所長・加我牧
子先生をお迎えし、ご専門とされる発達障害の分野をもとに、子どもの明
るい未来を見すえたお話をうかがいます。
また、午後の分科会では、総合テーマに基づいた事例や、日常の保育活動
ですぐ活用できる内容など、全部で１０分科会をご用意しております。講師
と受講者、受講者同士の交流を深めながら、ともに学び、楽しく実り多いひ
とときをご一緒にお過ごしいただけたら幸いです。
保育現場の先生方や、育児中の方々にも十分ご満足いただける内容と

なっておりますので、ぜひお誘い合わせの上、皆様方のご参加を心より
お待ち申し上げております。

日 時
会 場
総合テーマ
全 体 会

分 科 会

受 講 料

平成20年7月26日（土）10時～16時
聖徳大学キャンパス（松戸駅東口徒歩5分）
“子どもの発達を考えよう”
講演／「こどもの発達とその障害」
講師／国立精神・神経センター精神保健研究所所長 加我 牧子先生

①新幼稚園教育要領と今後の教育の在り方
②子どもと楽しむ手あそび歌あそび
③子どもの気持ちを聴ける先生とは
④よりよいコミュニケーションをめざして
⑤親子と共に育ちあう保育者をめざして
⑥つくってあそぼう！！（人形劇）
⑦新保育所保育指針が目指す保育とは
⑧光と影の軌跡をたどる（コピアートペーパー作品）
⑨改訂保育所保育指針と「健康」
⑩用具を使っての運動遊びと表現
一般：5,000円　卒業生：4,000円　在学生：2,500円
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：
：
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：
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【お申込み・お問い合わせ】 聖徳大学生涯学習課 Tel.047-365-3601（直通）

第４１回ＳＥＩＴＯＫＵ夏期保育大学

子どもの将来を応援します。

第４１回SEITOKU夏期保育大学7月26日開催

聖徳大学出版会 東京国際ブックフェアに出展します。

【お問い合わせ】 聖徳大学言語文化研究所、聖徳大学知財戦略課
Tel.047-365-1111（大代）

学校法人東京聖徳学園創立７５周年記念／源氏物語千年紀記念

聖徳大学言語文化研究所公開学術連続講演会

第6回 6月 5日（木） 16：30～18：00 源氏物語の時代に生きた女性たち 埼玉学園大学教授 服藤早苗

第7回 6月12日（木） 15：00～16：30 源氏物語男性論 聖徳大学言語文化研究所教授 北村弘明

第8回 6月26日（木） 16：30～18：00 源氏物語と絵巻 中京大学教授 原　国人

第9回 7月12日（土） 15：00～16：30 平安かな文化 東京国立博物館文化財部長 島谷弘幸

第10回 7月17日（木） 16：30～18：00 平安時代の言葉 聖徳大学人文学部長 林　史典

第11回 9月18日（木） 16：30～18：00 平安時代の仏教 駒沢女子大学専任講師 皆川義孝

第12回 9月25日（木） 15：00～16：30 源氏物語と与謝野晶子 元聖徳大学教授 逸見久美

第13回 10月 2日（木） 15：00～16：30 源氏物語と香 聖徳大学ＳＯＡ講師 小泉春明

※日程等が変更になる場合がございます。予めご了承ください。

今年は学校法人東京聖徳学園創立７５周年に当たります。また、源氏物語が書
かれて千年になりますので、それらを記念して本研究所は「源氏物語と王朝の
雅」をテーマに、以下のような内容で、全１３回の連続講演会を開催いたしてお
ります。これを機会に「和」の文化の代表であり、女性の生み出した源氏物語へ
の認識を新たにし、「和」を建学の精神として創立以来一貫して女子教育を目標
とする本学園への関心を高めてくだされば幸いでございます。

主　催：聖徳大学言語文化研究所

申込み：不要・先着８０名

御　挨　拶

後　援：源氏物語千年紀委員会

同窓会からのお知らせ

※フラッシュ35号では、平成20年6月7日（土）とお知らせしましたが、6月21日（土）に訂正・変更いたします。

・学内見学ツアー（事前申込み） 13：30 集合～14：30
・総会／懇親会 15：00～18：00
受付開始（8号館3階アミティエ）14：30～

〈懇親会費〉大学院・大学・短大の卒業生：2,000円
同伴のお子様（中高生 500円、小学生以下無料）

※なお、香和会の各支部パーティーの詳細は6月1日発行の本誌に掲載予定でしたが、8月1日発行の次号に掲載いたします。

●聖徳学園 聖徳菊水会（同窓会連合会） s平成２０年６月２１日（土） 第五回評議員会

●大学院･大学･短大 香和会 総会 s平成２０年７月１２日（土）

かすが荘で、さわやかな夏休みを！ どうぞ温泉浴と森林浴の癒しの里へ

信州春日温泉 かすが荘 長野県佐久市春日2258-1

標高約９００メートル、北に浅間山、南に蓼科山を望

む雄大な自然の中に春日温泉はあります。

周辺はゴルフ場や乗馬（馬事公苑）、テニスコート、

ゲートボール場等各種スポーツ施設も豊富です。さら

に今人気の森林セラピー基地「春日の森」もあり、高

原でのさわやかな汗を流すことができます。その後の

美肌の湯として評判の春日の湯も格別でしょう。

特に、このセラピーロードは「ジリの木の小径」「カ

ラマツ谷の小径」「駒の小径」の３ルートがあり、森と

ふれあいながらの林道散歩は本当に癒されます。

また、お車で１時間程度足を伸ばすと「軽井沢」「白樺湖・女神湖」「小諸懐古園」「ビーナス

ライン・車山・霧ヶ峰・美ヶ原高原」等、おなじみの人気スポットが目白押しです。

どうぞ夏プランの一つとして、信州春日温泉への旅を加えてみてはいかがでしょうか。

場　所：聖徳大学１０号館（松戸市松戸１１６９）松戸駅東口徒歩１分

ご予約・お問い合わせは現地フロント係が承ります。お気軽にお問い合わせください！

Tel. 0267-52-2111

〈アクセス〉
電車 東京・上野→（長野新幹線）→佐久平→（路線バス）→望月（乗換）→（路線バス）→春日温泉

※佐久平駅からの送迎も承ります。現地フロント係へご相談ください。

お車 大泉JCT→（関越自動車道）→藤岡JCT→（上信越自動車道）→佐久IC→春日温泉

〈ご利用料金〉
一般９,４００円～のところ

学生・教職員５,４００円～ 卒業生・ご家族・同伴者８,３００円～
〈特別プラン実施中〉

保養連泊プラン（７月３１日（木）まで）
６０歳以上のお客様 １名様 ２泊４食付１４,０００円～

詳細、及びその他のプランは下記ホームページよりご確認ください。

施設の詳細等は本学園HPでご覧いただけます。どうぞご覧ください！
http://www.seitoku.jp/gakuen/house/

〈女神湖〉

どうぞ

お気軽にご参加く
ださい。

聖徳大学出版会は「大学出版部協会」に加盟しております。今年も「大学出版部協会」は、7月
に東京ビッグサイトで開催される東京国際ブックフェアに出展を行い、聖徳大学出版会も書籍
を出展予定です。
この東京国際ブックフェアは日本最大

の書籍の展示会であり、書籍の特別価格
での提供、各種セミナーや、トークショー
などイベントも満載です。
年に一度の機会ですので、ご興味のあ

る方は、どうぞご来場ください。

会期：７月１０日（木）～１３日（日）１０：００～１８：００
会場：東京ビッグサイト（東京都有明）
アクセス 東京駅→（山手線・京浜東北線）→新橋駅→

→（ゆりかもめ）→国際展示場正門駅
東京駅→（京葉線・武蔵野線）→新木場駅→

→（りんかい線）→国際展示場駅
新宿駅→（りんかい線直通埼京線）→国際展示場駅

など

【お申込み・お問い合わせ】
香和会事務室Tel.047-366-5084（直通）

●●● ゲートボール大会スタート ●●●
4月29日（火）、かすが荘で平成20年度のゲートボール大会「かすが杯」がスタートし
ました。第1回大会は、地元のゲートボール愛好家の方を中心として、多くの方にご参
加いただき、2日間に渡って熱戦が繰り広げられました。一見、ゲートをくぐらせるだ
けの単純なスポーツに見られがちなゲートボールですが、実際には高度なチーム戦術
が求められるゲームです。今後も秋まで毎月大会が開催されますので、一度ゲート
ボールに触れてみてはいかがでしょうか。きっとあなたのゲートボールのイメージが
変わります。また、大会期間以外でもゲートボール場はご利用いただけます。貸出用
具も準備しておりますので、ご興味がある方はどうぞ
かすが荘へお越しくださいませ。

平成２０年度「かすが杯」日程
●6月25日（水）～26日（木） ●9月23日（火）～24日（水）
●7月23日（水）～24日（木） ●10月7日（火）～8日（水）
●8月29日（金）～30日（土）


